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(57)【要約】
　電子機器１は、タッチセンサ１１と、タッチセンサ１
１に対する押圧を検出する押圧検出部１２と、所定の基
準を満たす押圧に基づくデータを検出するとバックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアの何れ
かをフォアグラウンドで実行中のものと切り替えるよう
に制御する制御部１５と、を備える。



(2) JP WO2012/114760 A1 2012.8.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項２】
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、バックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って、フォ
アグラウンドで実行中のものと順次切り替えるように制御する、請求項１に記載の電子機
器。
【請求項３】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
るものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御する、請求項１に記
載の電子機器。
【請求項４】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項５】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
るものが所定の処理を実行するように制御する、請求項４に記載の電子機器。
【請求項６】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項７】
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、アクティブ
でないアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って順次アクティブに
するように制御する、請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティ
ブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するものをア
クティブにするように制御する、請求項６に記載の電子機器。
【請求項９】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項１０】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティ
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ブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するものが所
定の処理を実行するように制御する、請求項９に記載の電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１１年２月２３日に出願された日本国特許出願２０１１－３７１１７号
の優先権を主張するものであり、この先の出願の開示全体を、ここに参照のために取り込
む。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、タッチセンサを備えた電子機器に関するものであり、特に、タッチセンサに
対する操作に応じてアプリケーションソフトウェア（以下、適宜「アプリケーション」と
略記する）の制御を行う電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　近年、携帯電話等の携帯端末において、操作者による操作を受け付ける操作部やスイッ
チ等の入力装置として、タッチパネルやタッチスイッチ等のタッチセンサを備える入力装
置が採用されているものがある。携帯端末以外に、電卓、券売機等の情報機器や、電子レ
ンジ、テレビ、照明器具等の家電製品、産業用機器（ＦＡ機器）等にも、タッチセンサを
備える入力装置は広く使用されている。
【０００４】
　このようなタッチセンサには、抵抗膜方式、静電容量方式、光学式等の種々の方式が知
られている。特に、携帯電話などの小型の電子機器は、例えばテンキーなどのキーやアイ
コン等をオブジェクトとして表示部に表示して、当該オブジェクトに対する操作者の接触
をタッチセンサにより検出する、タッチパネルを備えることが多い。
【０００５】
　このようなタッチパネルを備えた電子機器は、起動するアプリケーションに応じて、種
々のユーザインタフェースを、オブジェクトの表示によって構成することができる。した
がって、操作者にとっては操作がわかり易く使い勝手が良いため、タッチパネルを備えた
電子機器は急速に普及している。
【０００６】
　タッチパネルを備えた電子機器に関連する技術については、種々の研究開発が進められ
ている。例えば、押下ミスを防止することによりタッチパネルの誤動作を防止する技術や
（特許文献１参照）、タッチパネルの感度を調整する技術や好適な材料について提案され
ている（特許文献２、特許文献３参照）。また、タッチパネルによるアプリケーションの
切り替え時にジョブを退避させる処理についての技術も提案されている（特許文献４参照
）。さらに、タッチパネル上でショートカットキーを表示する技術も提案されている（特
許文献５参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－２０２１９２号公報
【特許文献２】特開２００４－４６７９２号公報
【特許文献３】特開２００８－１６５８０１号公報
【特許文献４】特開平５－１８１６０６号公報
【特許文献５】特開２００９－３６２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　ところで、上述したような電子機器は、通常、様々なアプリケーションを複数インスト
ールすることが可能である。このような電子機器は、複数のアプリケーションをインスト
ールすることで、１つの電子機器を様々な用途に使用することができる。
【０００９】
　電子機器においてアプリケーションを起動させる場合、従来、一度に１つのアプリケー
ションしか実行できないもの（シングルタスク）も存在したが、現在は、一度に複数のア
プリケーションを同時に実行できるもの（マルチタスク）が多い。シングルタスクの電子
機器は、アプリケーションを切り替える際、現在実行しているアプリケーションを一旦終
了させて、次に実行するアプリケーションを起動させる。マルチタスクの電子機器は、リ
ソースの許す限り、現在実行しているアプリケーションを終了させることなく、複数のア
プリケーションを次々に起動させ、所望のアプリケーションに切り替えて実行することが
できる。
【００１０】
　マルチタスクの電子機器の場合、複数のアプリケーションを起動した際は、通常、１つ
のアプリケーションがフォアグラウンドで実行され、他のアプリケーションはバックグラ
ウンドで実行される。したがって、このような電子機器の場合、複数のアプリケーション
の実行中に、操作者が、バックグラウンドで実行中の他のアプリケーションを、フォアグ
ラウンドで実行中のアプリケーションと切り替えたい場合、当該切り替えのための操作を
しなければならない。
【００１１】
　例えば、ある電子機器に、スケジュール管理のアプリケーションおよび電子メール機能
のアプリケーションがインストールされていたとする。図１０（Ａ）および（Ｂ）は、こ
れらのアプリケーションを実行している際に、当該電子機器の表示部に表示される画面を
概略的に示すものである。図１０（Ａ）は、当該電子機器においてスケジュール管理のア
プリケーションをフォアグラウンドで実行している様子を表しており、図１０（Ｂ）は、
当該電子機器において電子メール機能のアプリケーションをフォアグラウンドで実行して
いる様子を表している。このように、特に小型の電子機器においては、１つのアプリケー
ションが一画面を専有するユーザインタフェースを構成するものがほとんどである。
【００１２】
　ここで、操作者が、例えば図１０（Ａ）に示すように、スケジュール管理のアプリケー
ションをフォアグラウンドで実行している際に、スケジュールの都合を他人に確認すべく
、電子メールの機能を使用したくなる場面が想定される。また、逆に、操作者が、例えば
図１０（Ｂ）の電子メールのアプリケーションをフォアグラウンドで実行して、電子メー
ルによりスケジュールの都合を他人に確認した後、スケジュール管理の機能を再び使用し
たくなる場合も想定される。上述したように、マルチタスクの電子機器であれば、これら
スケジュール管理のアプリケーションと電子メール機能のアプリケーションとを同時に実
行させておくことができる。すなわち、アプリケーションを切り替える際に、操作者は、
すでに実行中のアプリケーションをいちいち終了させる必要はない。
【００１３】
　しかしながら、これら２つのアプリケーションを切り替える際には、操作者は、例えば
図１０（Ｃ）に示すようなインタフェースの電子機器の場合は、例えばメニューキー（Ｍ
ＥＮＵ）を押す等により、起動を希望するアプリケーションを選択して、それをフォアグ
ラウンドで実行させる必要がある。図１０（Ｃ）に示す電子機器は、機械式のスイッチに
より構成されたテンキーなどのキーやボタンを備える電子機器を想定している。しかしな
がら、上述したようなタッチパネルを備える電子機器の場合も、操作者は、起動を希望す
るアプリケーションを選択する操作を行わなければならない。
【００１４】
　図１０（Ｄ）は、タッチパネルを備える携帯端末において、各アプリケーションを起動
するためのアイコンを画面に表示した状態を表している。このような端末の場合、アプリ
ケーションの切り替えを行うには、操作者は、アプリケーションの実行中に何らかの操作
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を行うことにより図１０（Ｄ）のような選択画面を表示させてから、アイコンを選択する
ことによって、所望のアプリケーションに切り替えなければならない。
【００１５】
　以上、マルチタスクの電子機器の例を説明したが、シングルタスクの電子機器において
も、アプリケーションを切り替えるには、操作者が、そのための操作を行わなければなら
ないという事情は同じである。上述したように、シングルタスクの電子機器は、アプリケ
ーションを同時に実行することができない。そのため、シングルタスクの電子機器におい
てアプリケーションの切り替えを行うには、操作者は、実行中のアプリケーションを一旦
終了させてから、次に所望のアプリケーションを起動させなければならない。この場合、
当然、実行中のアプリケーションを終了させるための操作、および、次のアプリケーショ
ンを起動させるための操作が必要になる。
【００１６】
　このように、アプリケーションを切り替える操作は、シングルタスクの電子機器の場合
も、マルチタスクの電子機器の場合も、操作者にとっては、一般に複数の手順を要する手
間のかかるものである。特に、アプリケーションの切り替えを頻繁に行わなければならな
い場合は、このような操作は、かなりのストレスになり得る。例えば、図１０（Ａ）およ
び（Ｂ）に示したようなアプリケーション間を交互に切り替える操作を頻繁に行わなけれ
ばならない状況も想定される。このような場合に、アプリケーションの切り替え操作とい
う同じ操作を何度も繰り返すことは、操作者にとって大変な手間となる。
【００１７】
　また、最近では、多くの携帯端末が音楽プレーヤなどの音声再生機能を備えている。こ
のような端末がマルチタスクの場合、音楽を再生しながら、例えばＷｅｂブラウザなどの
他のアプリケーションを実行させることもできる。しかしながら、音楽を再生しながらＷ
ｅｂブラウザのアプリケーションによってインターネットのサイトを閲覧している最中に
、操作者が音楽プレーヤの再生を止めたい場合も想定される。このような場合、操作者は
、バックグラウンドで実行中の音楽プレーヤのアプリケーションに一旦切り替えなければ
ならない。このように、従来の電子機器においては、マルチタスクの電子機器において、
バックグラウンドで実行中のアプリケーションに対する操作を行いたい場合、操作者は、
そのアプリケーションを一旦フォアグラウンドでの実行に切り替えなければならならい。
このようにアプリケーションを切り替えることも、上述したように、操作者にとって面倒
であり手間のかかることである。
【００１８】
　したがって、かかる事情に鑑みてなされた本発明の目的は、バックグラウンドで実行中
のアプリケーションソフトウェアを制御することができる、タッチセンサを備えた電子機
器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記目的を達成する第１の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【００２０】
　第２の観点に係る発明は、第１の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、バックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って、フォ
アグラウンドで実行中のものと順次切り替えるように制御するものである。
【００２１】
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　第３の観点に係る発明は、第１の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
るものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御するものである。
【００２２】
　第４の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【００２３】
　第５の観点に係る発明は、第４の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
るものが所定の処理を実行するように制御するものである。
【００２４】
　また、上記目的を達成する第６の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【００２５】
　第７の観点に係る発明は、第６の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、アクティブ
でないアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って順次アクティブに
するように制御するものである。
【００２６】
　第８の観点に係る発明は、第６の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティ
ブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するものをア
クティブにするように制御するものである。
【００２７】
　第９の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【００２８】
　第１０の観点に係る発明は、第９の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティ
ブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するものが所
定の処理を実行するように制御するものである。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、バックグラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアを制御す
ることができる、タッチセンサを備えた電子機器が提供される。したがって、本発明の電
子機器は、電子機器の操作を行う操作者の利便性を格段に向上させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１実施の形態に係る電子機器の概略構成を示すブロック図である。
【図２】第１実施の形態に係る電子機器の実装構造の一例を示す図である。
【図３】第１実施の形態に係る電子機器による処理を説明するフローチャートである。
【図４】第１実施の形態に係る電子機器によるアプリケーション制御処理の詳細を説明す
るフローチャートである。
【図５】第１実施の形態に係る電子機器による処理を説明する図である。
【図６】本発明の第２実施の形態に係る電子機器によるアプリケーション制御処理の詳細
を説明するフローチャートである。
【図７】第２実施の形態に係る電子機器による処理を説明する図である。
【図８】本発明の第３実施の形態に係る電子機器による処理を説明するフローチャートで
ある。
【図９】本発明の第４実施の形態に係る電子機器によるアプリケーション制御処理の詳細
を説明するフローチャートである。
【図１０】従来の電子機器によるアプリケーション制御および電子機器のインタフェース
を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００３２】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態に係るタッチセンサを備えた電子機器の概略構成を示
す機能ブロック図である。本実施の形態に係る電子機器は、例えば携帯電話やＰＤＡ(Per
sonal Digital Assistant)、スマートフォン、タブレット型の電子機器、ゲーム機などの
携帯端末、あるいは銀行に設置されるＡＴＭ、駅に設置される券売機に用いる端末装置な
どとすることができる。すなわち、本実施の形態は、タッチセンサにより操作者のタッチ
操作を受け付けるものであれば、任意の電子機器に適用することができる。
【００３３】
　図１に示すように、本実施の形態に係る電子機器１は、タッチセンサ１１、押圧検出部
１２、触感呈示部１３、表示部１４、制御部１５、および記憶部１６を備える。
【００３４】
　タッチセンサ１１は、タッチ面を有するセンサであり、操作者の指などがタッチ面に接
触（タッチ）したことを検出する。このタッチセンサ１１は、例えば抵抗膜方式、静電容
量方式、光学式等の方式のもので構成する。また、タッチセンサ１１を透過型にして、表
示部１４の前面に配置して、表示部１４に表示したキーやボタン等のオブジェクトに対し
て操作者がタッチしたことを検出するセンサとしても使われる（いわゆるタッチパネル）
。
【００３５】
　押圧検出部１２は、タッチセンサ１１に対する押圧を検出するもので、例えば、押圧に
応じて物理的または電気的な特性（歪み、抵抗、電圧等）が変化する歪みゲージセンサや
圧電素子等の素子等を用いて構成する。押圧検出部１２が、例えば、圧電素子等を用いて
構成された場合、押圧検出部１２の圧電素子は、タッチセンサ１１に対する押圧に係る荷
重（力）の大きさ（または、荷重（力）の大きさが変化する速さ（加速度））に応じて、
電気的な特性である電圧の大きさ（電圧値）が変化する。押圧検出部１２は、この電圧の
大きさ（電圧値（以下、単にデータと称する））を、制御部１５に通知する。制御部１５
は、押圧検出部１２がデータを制御部１５に通知することにより、または、制御部１５が
押圧検出部１２の圧電素子に係るデータを検出することにより、当該データを取得（検出
）する。つまり、制御部１５は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータを取得（
検出）する。すなわち、制御部１５は、押圧検出部１２から押圧に基づくデータを取得（
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検出）する。
【００３６】
　触感呈示部１３は、タッチセンサ１１を振動させるものである。触感呈示部１３は、例
えば圧電振動子等を用いて構成される。
【００３７】
　表示部１４は、押しボタンスイッチ（プッシュ式ボタンスイッチ）のような入力ボタン
等のオブジェクトを描画して表示するものである。表示部１４は、例えば、液晶表示パネ
ルや有機ＥＬ表示パネル等を用いて構成される。また、表示部１４は、このようなユーザ
インタフェースを表示するのみならず、各アプリケーションに応じて、操作者に提示する
ための種々の情報（すなわちアプリケーションを構成する表示画面）も表示する。
【００３８】
　制御部１５は、電子機器１の全体を制御する。特に、本実施の形態において、制御部１
５は、インストールされた種々のアプリケーションに応じて、各機能部に対する制御を含
め、種々の制御を行う。例えばウェブブラウザのアプリケーションの起動時には、ウェブ
ブラウザとしての機能に係る各種の処理を行う。なお、電子機器の制御部は、アプリケー
ションに応じて種々の処理を行う。
【００３９】
　記憶部１６は、メモリなどで構成することができ、各種アプリケーションおよび入力さ
れた各種情報などを記憶するとともに、ワークメモリなどとしても機能する。特に、本実
施の形態において、記憶部１６は、電子機器１において実行する各種のアプリケーション
を予め記憶（インストール）しておく。
【００４０】
　図２は、図１に示した電子機器１の実装構造の一例を示す図である。図２（ａ）は要部
断面図であり、図２（ｂ）は要部平面図である。図２（ａ）に示すように、本実施の形態
に係る電子機器１において、表示部１４は、筐体２１内に収納保持される。また、表示部
１４上には、弾性部材からなるインシュレータ２２を介して、タッチセンサ１１が保持さ
れる。なお、本実施の形態に係る電子機器１は、表示部１４およびタッチセンサ１１を、
平面視で矩形状としてある。本実施の形態において、タッチセンサ１１は、図２（ｂ）に
仮想線で示す表示部１４の表示領域Ａから外れた４隅に配設したインシュレータ２２を介
して表示部１４上に保持される。
【００４１】
　また、筐体２１には、表示部１４の表示領域から外れたタッチセンサ１１の表面領域を
覆うようにアッパカバー２３が設けられ、このアッパカバー２３とタッチセンサ１１との
間に、弾性部材からなるインシュレータ２４が配設される。
【００４２】
　なお、図２に示すタッチセンサ１１において、タッチ面１１ａを有する表面部材は、例
えば透明フィルムやガラスで構成され、裏面部材はガラスやアクリルで構成されるように
する。タッチセンサ１１は、タッチ面１１ａが押圧されると、押圧部分が押圧力に応じて
微少量撓む（歪む）、または構造体そのものが微少量撓む構造のものを用いる。
【００４３】
　タッチセンサ１１の表面上には、アッパカバー２３で覆われる各辺の近傍に、タッチセ
ンサ１１に加わる押圧（押圧力）を検出するための歪みゲージセンサ３１が、それぞれ接
着等により設けられる。また、タッチセンサ１１の裏面上には、対向する２つの辺の近傍
に、タッチセンサ１１を振動させるための圧電振動子３２が、それぞれ接着等により設け
られる。すなわち、図２に示す電子機器１において、図１に示した押圧検出部１２は、４
つの歪みゲージセンサ３１を用いて構成され、触感呈示部１３は、２つの圧電振動子３２
を用いて構成されている。そして、触感呈示部１３によりタッチセンサ１１を振動させる
ことにより、タッチ面１１ａを振動させるようにしている。なお、図２（ｂ）は、図２（
ａ）に示した筐体２１、アッパカバー２３およびインシュレータ２４の図示を省略してい
る。
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【００４４】
　次に、本実施の形態による電子機器におけるアプリケーションの制御について説明する
。
【００４５】
　図３および図４は、第１実施の形態に係る電子機器１に対する操作に応じたアプリケー
ションの制御を説明するフローチャートである。本実施の形態に係る電子機器１は、タッ
チセンサ１１に対するタッチ操作により通常の操作を受け付けている際に、タッチセンサ
１１に対する所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出したら、バックグラウンドで
実行中のアプリケーションの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える。
【００４６】
　図３に示すフローチャートは、タッチセンサ１１においてタッチ操作が検出された位置
がアプリケーションを起動等するためのアイコン等（オブジェクト）に対応する位置であ
る場合、電子機器１が、そのアプリケーションを起動する通常の処理を含めて説明してあ
る。なお、図３に示す処理を開始するにあたり、電子機器１は、すでに何らかのアプリケ
ーションをフォアグラウンドで起動しているものとする。ここで起動するアプリケーショ
ンは、例えば前述のスケジュール管理のアプリケーションや、電子メール機能のアプリケ
ーションなど、任意のものとすることができる。
【００４７】
　また、図３のフローチャートに示す処理を開始するにあたり、タッチセンサ１１のタッ
チ面に対する操作者のタッチ操作を検出する前に、電子機器１の表示部１４にアプリケー
ションを起動するアイコン等および操作を行うためのキー等のオブジェクトを表示してお
く。本実施の形態におけるオブジェクトは、タッチ操作を受け付ける位置（領域）を操作
者に示唆する画像とすることができる。例えば、オブジェクトの画像として、数字や文字
がキートップに描画されている状態を表す画像を表示部１４に表示する。また、本実施の
形態におけるオブジェクトは、フォアグラウンドで実行中のアプリケーションに対する操
作を行うための接触を検出する位置（領域）を操作者に示唆する画像とすることができる
。例えば、オブジェクトの画像として、起動するアプリケーションを示すアイコンの画像
を表示部１４に表示する。この際、どのようなオブジェクトがどのように表示部１４に表
示されるのかは、その時フォアグラウンドで実行されているアプリケーションに依存する
。
【００４８】
　本実施の形態に係る電子機器１の処理が開始すると、制御部１５は、タッチセンサ１１
への接触の有無を監視するとともに、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータを監
視する（ステップＳ１１）。ステップＳ１１において、タッチセンサ１１が、操作者の指
やスタイラスペン等の押圧対象（押圧物）による接触（タッチ操作）を検出した場合、ス
テップＳ１２に移行する。
【００４９】
　ステップＳ１２において、制御部１５は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデー
タが、操作者によるタッチセンサ１１の押圧によって増加しながら所定の基準を満たした
か否かを判定する。なお、制御部１５は、例えば、押圧検出部１２の４つの歪みゲージセ
ンサ３１の出力の平均値を、押圧に基づくデータとすることができる。ここで、所定の基
準を満たす押圧に基づくデータは、操作者が通常の押圧操作を行う際の押圧に基づいて、
それよりも若干高い基準などの値を予め設定し、その後も設定変更できるようにするのが
好適である。また、操作者が意図せずにタッチセンサ１１に軽く触れてしまったような場
合は、押圧に基づくデータが所定の基準を満たしたと判定されないようにするため、この
所定の基準は過度に低い値を設定しないようにする。さらに、後述するリアルな触感のた
めの圧覚を操作者に与えるためにも、操作者の意図に基づく押圧の普段の押圧（例えば平
均値など）を考慮する等して、前記所定の基準は過度に低い値を設定しないようにする。
【００５０】
　ステップＳ１１においてタッチセンサ１１が接触を検出していても、ステップＳ１２に
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おいて制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出していない場合、処理
はステップＳ１３に移行する。ステップＳ１３において、制御部１５は、タッチセンサ１
１が検出した接触の位置が表示部１４上に表示されているオブジェクトの位置に対応する
か否かを判定する。ステップＳ１３において、タッチセンサ１１が検出した接触の位置が
オブジェクトの位置に対応しない場合、操作者はアプリケーションによる所定の制御が行
われる位置を接触していないため、制御部１５は、ステップＳ１１に戻って処理を続行す
る。一方、ステップＳ１３においてタッチセンサ１１が検出した接触の位置がオブジェク
トの位置に対応する場合、制御部１５は、タッチセンサ１１が接触を検出しなくなったか
否かを判定する（ステップＳ１４）。
【００５１】
　ステップＳ１４においてまだ接触が解除されていない場合（すなわち操作者がまだタッ
チセンサ１１に対してタッチ操作を継続している場合）、制御部１５は、ステップＳ１１
に戻って処理を続行する。一方、ステップＳ１４において接触が解除された場合（すなわ
ち操作者が接触させている指などをタッチセンサ１１から離した場合）、制御部１５は、
接触を検出していた位置のオブジェクトに対応する処理を行う（ステップＳ１５）。この
際の処理は、その時にフォアグラウンドで実行されているアプリケーションによって規定
されている。例えば、電子メールのアプリケーションを実行中に、数字や文字などの入力
に係る操作を受け付けるオブジェクトの位置で接触解除が検出されたら、当該数字や文字
などを表示部１４に表示する処理が行われる。また、例えば、アプリケーションを起動す
るアイコンのオブジェクトの位置で接触解除が検出されたら、当該アプリケーションを起
動する処理が行われる。
【００５２】
　このように、本実施の形態に係る電子機器１は、表示部１４に表示されたオブジェクト
の位置においてタッチセンサ１１に対する接触解除を検出する（タップを検出する）こと
により、当該オブジェクトに対応する処理を行うことができる。
【００５３】
　一方、ステップＳ１１においてタッチセンサ１１が接触を検出している際に、ステップ
Ｓ１２において制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出した場合、処
理はステップＳ１６に移行する。ステップＳ１６において、制御部１５は、通常のタッチ
操作とは異なる、操作者の意図に基づく押圧による操作を検出したことを操作者に報知す
るため、触感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して、予め設定した所定の振動パターン
でタッチセンサ１１を振動させて第１の触感を呈示する。すなわち、制御部１５は、タッ
チセンサ１１が接触を検出している際に所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出す
ると、タッチ面を押圧している押圧対象に対して触感を呈示するように触感呈示部１３の
駆動を制御する。触感呈示部１３は、例えば、２つの圧電振動子３２を同相で駆動する。
【００５４】
　なお、ステップＳ１６において、操作者に対してリアルな触感を呈示するためには、電
子機器１は、以下のような処理を行うことにより、操作者の圧覚を刺激した状態で触覚を
刺激する。すなわち、電子機器１は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが、
触感を呈示する基準を満たすまでは、圧覚を刺激するようにし、押圧に基づくデータが当
該基準を満たすと、圧電振動子３２を所定の駆動信号で駆動してタッチ面１１ａを振動さ
せて触覚を刺激する。これにより、電子機器１は、押しボタンスイッチ（プッシュ式ボタ
ンスイッチ）のようなボタンスイッチを押した際に得られるのと同様な触感を、操作者に
呈示することができる。したがって、操作者は、タッチセンサ上に描画された押しボタン
スイッチであっても、現実の押しボタンスイッチを操作した場合と同様のリアルな触感を
得ながら、タッチセンサ１１に対して入力操作を行うことができる。また、タッチセンサ
１１を「押した」という意識との連動で操作を行うことができるので、操作ミスも防止す
ることができる。
【００５５】
　上述した触感を呈示する際の駆動信号、すなわち触覚を刺激する一定周波数、周期（波
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長）、波形、振幅は、呈示する触感に応じて適宜設定することができる。例えば、携帯端
末に使用されているメタルドームスイッチに代表されるボタンを押下する触感を呈示する
場合、例えば、１７０Ｈｚの一定周波数のＳｉｎ波からなる１周期分の駆動信号により触
感呈示部１３を駆動する。このような駆動信号により触感呈示部１３を駆動させて、タッ
チ面１１ａを、基準の押圧Ｐｔｈが加わった状態で、約１５μｍ振動させる。これにより
、実際のキーを押下した場合のような、リアルな触感を操作者に呈示することができる。
【００５６】
　ステップＳ１６において触感が呈示されたら、制御部１５は、ステップＳ１７のアプリ
ケーション制御処理を行う。図４は、図３におけるステップＳ１７のアプリケーション制
御処理の詳細を説明するフローチャートである。図４に示す本実施の形態によるアプリケ
ーション制御処理においては、制御部１５は、まず、フォアグラウンドで実行中のアプリ
ケーションの他に、バックグラウンドで実行中のアプリケーションがあるか否かを判定す
る（ステップＳ２１）。
【００５７】
　ステップＳ２１においてバッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない場合
、フォアグラウンドの実行に切り替えるべきアプリケーションがない。この場合、制御部
１５は、「バッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない」旨の表示を表示部
１４に表示する等して、操作者にその旨を知らせる（ステップＳ２２）。また、この際に
、制御部１５は、触感呈示部１３を駆動して、上述したボタンを押下した触感とは異なる
触感を呈示するなどして、バッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない旨を
操作者に知らせるようにしてもよい。このように、ステップＳ２２において、バッググラ
ウンド実行中のアプリケーションが存在しない旨を操作者に通知した後、制御部１５は、
ステップＳ１７のアプリケーション制御処理を終了する。
【００５８】
　一方、ステップＳ２１においてバッググラウンド実行中のアプリケーションが存在する
場合、制御部１５は、現在フォアグラウンドで実行中のアプリケーションをバックグラウ
ンドの実行に移行させる（ステップＳ２３）。次に、制御部１５は、バックグラウンドで
実行中のアプリケーションを、フォアグラウンドの実行に切り替えてから（ステップＳ２
４）、ステップＳ１７のアプリケーション制御処理を終了する。
【００５９】
　なお、ステップＳ２４において、制御部１５は、バックグラウンドで実行中のアプリケ
ーションの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御する。こ
こで、バックグラウンドで実行中のアプリケーションが１つしか存在しない場合、フォア
グラウンドで実行中のものと切り替えるアプリケーションは自ずと特定される。しかしな
がら、バッググラウンドで実行中のアプリケーションが複数ある場合、制御部１５は、そ
れらの何れをフォアグラウンドで実行中のものと切り替えるのか、特定しなければならな
い。このように、バッググラウンドで実行中の複数のアプリケーションのうち、フォアグ
ラウンドで実行させるものを特定する方法には、種々の方法が想定できる。
【００６０】
　例えば、特定のアプリケーションがフォアグラウンドで実行中に、当該アプリケーショ
ンと連携する（または同時に使用する）可能性の高いアプリケーションを予め１つ規定し
ておき、ステップＳ１７の処理の際には、その規定されたアプリケーションをフォアグラ
ウンドで実行させることができる。また、複数のアプリケーションにおいて、バックグラ
ウンドで実行中にフォアグラウンドに移行するにあたっての順番を、所定の順序として予
め規定しておくこともできる。この場合、ステップＳ１７の処理が発生するたびに、制御
部１５は、この順序に従って、フォアグラウンドで実行中のものと順次切り替えるように
制御する。
【００６１】
　その他、ステップＳ１２において、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデー
タを検出する際に、当該押圧に基づくデータを段階別に検出することもできる。すなわち
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、例えば、所定の基準を満たす押圧に基づくデータについて、第１段階の基準、第２段階
の基準、第３段階の基準など、徐々に高く設定される所定の段階の基準を予め規定してお
く。なお、この場合、押圧に基づくデータを段階別に検出する際には、押圧に基づくデー
タが所定の基準を満たしてから所定の短期間（例えば１秒など）経過後に、当該押圧に基
づくデータの段階を確定するような措置を講じることもできる。また、これらの所定の段
階の基準のそれぞれに、対応するアプリケーションも予め規定しておく。例えば、第１段
階の押圧に基づくデータの基準にはスケジュール管理アプリケーションを、第２段階の基
準には電子メール機能アプリケーションを、第３段階の基準には音楽プレーヤのアプリケ
ーションを、などのように対応させることができる。このように設定した場合、制御部１
５は、ステップＳ１２にて所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、
ステップＳ１７にて、バックグラウンドで実行中のアプリケーションのうち所定の段階の
基準に対応するものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御するよ
うにできる。
【００６２】
　ステップＳ１７においてアプリケーションの制御処理を行った後、制御部１５は、タッ
チセンサ１１に対する押圧に基づくデータが所定の基準を下回ったか否かを判定する（ス
テップＳ１８）。すなわち、ステップＳ１８では、操作者がタッチセンサ１１に対する押
圧の力を弱めたか否かを判定する。
【００６３】
　ステップＳ１８において、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが所定の基準
を下回った場合、制御部１５は、触感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して、予め設定
した所定の振動パターンでタッチセンサ１１を振動させて第２の触感を呈示する（ステッ
プＳ１９）。ここで呈示する触感は、アプリケーション制御処理が適切に実行されたこと
を操作者に知らせるためのものである。この第２の触感は、ステップＳ１６において呈示
される第１の触感と同じものとすることもできる。あるいは、第１の触感を上述したボタ
ンを押下する触感とした場合には、第２の触感は、第１の触感とは異ならせて、ボタンか
ら指などを離す際の触感としてもよい。
【００６４】
　例えば、第１の触感を呈示する際の駆動信号（ボタンを押下した触感用）の周波数は１
７０Ｈｚとし、また第２の触感を呈示する際の駆動信号の周波数は１２５Ｈｚとすること
ができる。これにより、第２の触感として、実際のキーから指を離した場合のような、ボ
タンを押下した触感とは異なるリアルな触感を操作者に呈示することができる。このよう
に、ボタンを押下する触感を呈示した後、押圧が解除される際にも、押圧時と同様に、触
感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して、タッチセンサ１１を予め設定した所定の振動
パターンで振動させることにより、ボタンを押下した後に当該押下が解除される際の触感
を呈示することができる。したがって、ボタンを押圧する際の触感と相俟って、より押し
ボタンスイッチに近い、ボタンから指などを離す際のリアルな触感を操作者に呈示するこ
とができる。
【００６５】
　図５は、第１実施の形態に係る電子機器１による処理を説明する図である。図５（Ａ）
に示すように、電子機器１がフォアグラウンドでスケジュール管理のアプリケーションを
実行中である場合の例について説明する。また、この際、電子機器１は、電子メール機能
のアプリケーションをバックグラウンドで実行中であるものとする。図５（Ａ）に示すよ
うに、電子機器１は、スケジュール管理のアプリケーションをフォアグラウンドで実行中
であるため、操作者のタッチ操作を受け付けることにより、スケジュール管理のアプリケ
ーションにおいて当該操作に対応する処理を行う。すなわち、図５（Ａ）に示す状態にお
いて、操作者は、電子機器１の（表示部１４にオブジェクトが表示されている状態の）タ
ッチセンサ１１に対してタッチ操作を行うことにより、スケジュール管理アプリケーショ
ンに所定の処理を実行させることができる。例えば、操作者は、日付の箇所に接触するこ
とにより、当該日付の予定の詳細を表示させたり、または当該日付におけるイベントなど
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の予定を入力することができる。
【００６６】
　このような状態で、図５（Ａ）に示すように、タッチセンサ１１のタッチ面が押圧され
て、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、電子機器１は、
図５（Ｂ）に示すように、バックグラウンドで実行していた電子メールのアプリケーショ
ンをフォアグラウンドで実行させる。すなわち、操作者は、図５（Ａ）に示すようにスケ
ジュール管理アプリケーションをフォアグラウンドで実行中に、バックグラウンドで実行
中の電子メールのアプリケーションに対する操作をしたくなった場合、タッチセンサ１１
の任意の位置を、所定の基準を満たす押圧に基づくデータが検出されるように操作するだ
けでよい。
【００６７】
　このような押圧操作により、図５（Ｂ）に示すように電子メールのアプリケーションが
フォアグラウンドの実行に切り替えられるため、操作者は、バックグラウンドで実行中の
アプリケーションに対する操作を即座に行うことができる。このようにして電子メールの
アプリケーションがフォアグラウンドの実行に切り替えられた後は、電子機器１は、操作
者のタッチ操作を受け付けることにより、電子メールのアプリケーションにおいて当該操
作に対応する処理を行う。例えば、操作者が文字を入力する操作を受け付けることにより
、電子機器１は、その文字などを表示することができる。また、図５（Ｂ）に示す状態で
タッチセンサ１１のタッチ面が再び押圧されて、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に
基づくデータを検出すると、電子機器１は、図５（Ａ）に示すように、バックグラウンド
で実行中のスケジュール管理のアプリケーションをフォアグラウンドの実行に戻す。
【００６８】
　図５においては、スケジュール管理のアプリケーションと連携するものとして、電子メ
ールのアプリケーションが予め規定されていることを想定して説明した。しかしながら、
上述したように、インストール済みの複数のアプリケーションにおいて、バックグラウン
ドで実行中にフォアグラウンドに移行するにあたっての順番を所定の順序として予め規定
しておくこともできる。この場合、タッチセンサ１１のタッチ面が押圧されて、制御部１
５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するごとに、電子機器１は、所定の順
序に従って、フォアグラウンドで実行中のものと順次切り替える。これにより、操作者は
、バッグラウンドで実行中のアプリケーションを、次々に素早くフォアグラウンドの実行
に切り替えることができる。
【００６９】
　さらに、上述したように、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出
する際に、当該押圧に基づくデータを第１段階、第２段階、など段階別に検出して、所定
の段階の基準のそれぞれに、対応するアプリケーションを予め規定しておくこともできる
。この場合、電子機器１は、タッチセンサ１１のタッチ面が押圧されて、所定の段階の基
準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のアプリケーシ
ョンのうち所定の段階の基準に対応するものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り
替える。
【００７０】
　例えば、第１段階の押圧に基づくデータの基準にスケジュール管理アプリケーションが
対応している場合、例えば携帯電話の通話アプリケーションをフォアグラウンドで実行中
に第１段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、電子機器１は、スケジュー
ル管理アプリケーションをフォアグラウンドの実行に切り替える。また、第２段階の押圧
に基づくデータの基準に電子メール機能アプリケーションが対応している場合、携帯電話
の通話アプリケーションをフォアグラウンドで実行中に第２段階の基準を満たす押圧に基
づくデータを検出すると、電子機器１は、電子メール機能アプリケーションをフォアグラ
ウンドの実行に切り替える。
【００７１】
（第２実施の形態）
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　次に、本発明の第２実施の形態について説明する。第２実施の形態は、上述した第１実
施の形態において、図３のステップＳ１７におけるアプリケーション制御処理を変更する
ものである。したがって、第２実施の形態に係る電子機器は、第１実施の形態にて説明し
た電子機器１と同じ構成により実施することができるため、第１実施の形態と同じ内容に
なる説明は、適宜省略する。
【００７２】
　上述した第１実施の形態による電子機器１は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータ
を検出すると、バックグラウンドで実行中のアプリケーションの何れかを、フォアグラウ
ンドで実行中のものと切り替えた。これに対し、第２実施の形態による電子機器１は、所
定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、フォアグラウンドで実行中のアプリ
ケーションはそのままの状態で、バックグラウンドで実行中のアプリケーションの何れか
に所定の処理を実行させる。
【００７３】
　図６は、本実施の形態において、図３におけるステップＳ１７のアプリケーション制御
処理の詳細を説明するフローチャートである。図６に示す本実施の形態によるアプリケー
ション制御処理においては、制御部１５は、まず、フォアグラウンドで実行中のアプリケ
ーションの他に、バックグラウンドで実行中のアプリケーションがあるか否かを判定する
（ステップＳ３１）。
【００７４】
　ステップＳ３１においてバッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない場合
、バックグラウンドで実行中の制御すべきアプリケーションがない。この場合、制御部１
５は、「バッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない」旨の表示を表示部１
４に表示する等して、操作者にその旨を知らせる（ステップＳ３２）。また、この際に、
制御部１５は、触感呈示部１３を駆動して、ボタンを押下した触感とは異なる触感を呈示
するなどして、バッググラウンド実行中のアプリケーションが存在しない旨を操作者に知
らせるようにしてもよい。このように、ステップＳ３２において、バッググラウンド実行
中のアプリケーションが存在しない旨を操作者に通知した後、制御部１５は、ステップＳ
１７のアプリケーション制御処理を終了する。
【００７５】
　一方、ステップＳ３１においてバッググラウンド実行中のアプリケーションが存在する
場合、制御部１５は、現在フォアグラウンドで実行中のアプリケーションはそのままにし
て、バックグラウンドで実行中のアプリケーションが所定の処理を実行するように制御す
る（ステップＳ３３）。その後、制御部１５は、ステップＳ１７のアプリケーション制御
処理を終了する。
【００７６】
　なお、ステップＳ３３において、制御部１５は、バックグラウンドで実行中のアプリケ
ーションの何れかが所定の処理を実行するように制御する。ここで、バックグラウンドで
実行中のアプリケーションが１つしか存在しない場合、所定の処理を実行させるべく制御
するアプリケーションは自ずと特定される。
【００７７】
　ここで、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出した際に、バックグラウンドで
実行中のアプリケーションに実行させるべき所定の処理は、予め規定しておく。一例とし
て、バックグラウンドで実行中のアプリケーションがアラームである場合に、上述した所
定の処理は、当該アラームを停止させる処理とすることができる。また、他の例として、
バックグラウンドで実行中のアプリケーションが音楽プレーヤである場合に、上述した所
定の処理は、当該音楽プレーヤで再生中の音楽を停止させたり、再生が停止している場合
には再生を開始する処理としたり、または再生中の曲の次の曲を選曲する処理などとする
ことができる。さらに、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出した際に、当該押
圧に基づくデータが検出された態様に応じて、異なる所定の処理を規定しておくことも考
えられる。
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【００７８】
　例えばバックグラウンドで実行中のアプリケーションが音楽プレーヤである場合、所定
の基準を満たす押圧に基づくデータが短時間検出された（すなわち短押し）際の所定の処
理は、再生中の曲の次の曲を選曲する処理とすることができる。さらに、所定の基準を満
たす押圧に基づくデータが比較的長い時間検出された（すなわち長押し）際の所定の処理
は、当該音楽プレーヤで再生中の音楽を停止させる処理とすることもできる。また、この
ように異なる所定の処理を規定する場合、所定の基準を満たす押圧に基づくデータが検出
される時間の長短ではなく、素早い２度の検出（ダブルタップ）や、素早い３度の検出（
トリプルタップ）等のように、所定の短期間内に検出される押圧に基づくデータの回数に
応じて異なる所定の処理を規定してもよい。
【００７９】
　また、バッググラウンドで実行中のアプリケーションが複数ある場合、制御部１５は、
それらの何れのアプリケーションに所定の処理を実行させるのかを特定しなければならな
い。このように、バッググラウンドで実行中の複数のアプリケーションのうち、所定の処
理を実行させるものを特定する方法にも、上述した第１実施の形態と同様に、種々の方法
が想定できる。
【００８０】
　例えば、特定のアプリケーションがフォアグラウンドで実行中に、当該アプリケーショ
ンと連携する（または同時に使用する）可能性の高いアプリケーションを予め１つ規定し
ておくようにできる。この場合、ステップＳ１７の処理の際には、制御部１５は、その規
定されたアプリケーションがバックグラウンドで実行中のまま、所定の処理を実行するよ
うに制御する。また、複数のアプリケーションにおいて、バックグラウンドで実行中のま
ま所定の処理を行う順番を、所定の順序として予め規定しておくこともできる。この場合
、ステップＳ１７の処理が発生するたびに、制御部１５は、この順序に従って、フォアグ
ラウンドで実行中のアプリケーションはそのままで、バックグラウンドで実行中のアプリ
ケーションが所定の処理を行うように制御する。
【００８１】
　その他、第１実施の形態と同様に、ステップＳ１２において、制御部１５が所定の基準
を満たす押圧に基づくデータを検出する際に、当該押圧に基づくデータを段階別に検出す
ることもできる。すなわち、例えば、所定の基準を満たす押圧に基づくデータについて、
徐々に高く設定される所定の段階の基準を予め複数規定し、さらに、これらの所定の段階
の基準のそれぞれに、対応するアプリケーションも予め規定しておくことができる。例え
ば、第１段階の押圧に基づくデータの基準にはスケジュール管理アプリケーションを、第
２段階の基準には電子メール機能アプリケーションを、第３段階の基準には音楽プレーヤ
のアプリケーションを、などのように対応させることができる。このように設定した場合
、制御部１５は、ステップＳ１２にて所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検
出すると、ステップＳ１７にて、バックグラウンドで実行中のアプリケーションのうち所
定の段階の基準に対応するものが所定の処理を実行するように制御する。
【００８２】
　図７は、第２実施の形態に係る電子機器１による処理を説明する図である。図７（Ａ）
に示すように、電子機器１がウェブブラウザのアプリケーションをフォアグラウンドで実
行中である場合の例について説明する。図７（Ａ）は、操作者が、電子機器１によってウ
ェブブラウザのアプリケーションを実行し、インターネットのニュース記事配信サイトを
閲覧している様子を表している。また、この際、電子機器１は、音楽プレーヤのアプリケ
ーションをバックグラウンドで実行中であるものとする。図７（Ａ）に示す例では、電子
機器１は、バックグラウンドで音楽プレーヤのアプリケーションを実行中であり、イヤホ
ン５０からは曲Ａの音楽が出力されているものとする。
【００８３】
　図７（Ａ）に示すように、電子機器１は、ウェブブラウザのアプリケーションをフォア
グラウンドで実行中であるため、操作者のタッチ操作を受け付けることにより、ウェブブ
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ラウザのアプリケーションにおいて当該操作に対応する処理を行う。すなわち、図７（Ａ
）に示す状態において、操作者は、電子機器１の（表示部１４にオブジェクトが表示され
ている状態の）タッチセンサ１１に対してタッチ操作を行うことにより、ウェブブラウザ
のアプリケーションに所定の処理を実行させることができる。例えば、操作者は、ニュー
ス記事の項目（ヘッドライン）を表示しているオブジェクトに接触することにより、当該
ニュース記事の詳細を閲覧することができる。
【００８４】
　このような状態で、図７（Ａ）に示すように、タッチセンサ１１のタッチ面が押圧され
て、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、電子機器１は、
図７（Ｂ）に示すように、バックグラウンドで実行していた音楽プレーヤのアプリケーシ
ョンに所定の処理を実行させる。この例では、所定の処理として、再生中の曲の次の曲を
選曲する処理を規定した場合について説明する。したがって、バックグラウンドで実行中
の音楽プレーヤのアプリケーションが所定の処理を行うことにより、図７（Ｂ）に示すよ
うに、イヤホン５０からは曲Ａの次の曲である曲Ｂの音楽が出力される。すなわち、操作
者は、図７（Ａ）に示すようにウェブブラウザのアプリケーションをフォアグラウンドで
実行中に、バックグラウンドで実行中の音楽プレーヤのアプリケーションに対する操作を
したくなった場合、タッチセンサ１１の任意の位置を、所定の基準を満たす押圧に基づく
データが検出されるように操作するだけでよい。
【００８５】
　このような押圧操作により、図７（Ｂ）に示すように音楽プレーヤのアプリケーション
に対する操作を行うことができるため、操作者は、バックグラウンドで実行中のアプリケ
ーションに対する操作を即座に行うことができる。図５においては、音楽プレーヤのアプ
リケーションがバックグラウンドで実行中のまま、次の曲を選曲する処理を実行させる例
について説明したが、規定された所定の処理に応じて種々の処理を実行させることが考え
られる。例えば音楽プレーヤの場合、次の曲を選曲する処理ではなく、再生中の音楽を停
止させたり、またはもともと停止している場合は再生させたりという処理を実行させるこ
とも想定できる。このような所定の処理は、バックグラウンドで実行中のアプリケーショ
ンに応じて、種々のものを想定できる。
【００８６】
（第３実施の形態）
　次に、本発明の第３実施の形態について説明する。第３実施の形態は、上述した第１実
施の形態と同様の技術的思想に基づいて、さらにタッチセンサ１１に対する操作ミスを防
止するための措置を施したものである。第３実施の形態に係る電子機器も、第１実施の形
態にて説明した電子機器１と同じ構成により実施することができるため、第１実施の形態
と同じ内容になる説明は、適宜省略する。
【００８７】
　第１および第２実施の形態においては、バックグラウンドで実行中のアプリケーション
を制御する以外の、フォアグラウンドで実行中のアプリケーションに対する制御は、タッ
チセンサ１１による接触の検出をトリガとして処理を行った。しかしながら、この場合、
タッチセンサ１１に操作者の指などが軽く触れただけで、フォアグラウンドで実行中のア
プリケーションに対する操作が受け付けられてしまい、操作ミスの原因になることが想定
される。したがって、本実施の形態においては、フォアグラウンドで実行中のアプリケー
ションに対しては、第１の基準を満たす押圧に基づくデータの検出により処理を実行させ
、第１の基準よりも高い第２の基準を満たす押圧に基づくデータの検出によりバックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションに対する制御を行う。
【００８８】
　図８は、第３実施の形態に係る電子機器１に対する操作に応じたアプリケーションの制
御を説明するフローチャートである。本実施の形態に係る電子機器１は、タッチセンサ１
１に対する第１の基準を満たす押圧に基づくデータによる通常の操作を受け付けている際
に、第２の基準を満たす押圧に基づくデータを検出したら、バックグラウンドで実行中の
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アプリケーションの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える。したがっ
て、本実施の形態に係る電子機器１は、タッチセンサ１１に対する接触が受け付けられた
段階では、バックグラウンドおよびフォアグラウンドともに、実行中のアプリケーション
に対する特定の処理は実行されないことに留意すべきである。
【００８９】
　図８に示すフローチャートは、タッチセンサ１１において第１の基準を満たす押圧に基
づくデータによる操作が検出された位置がアプリケーションを起動するためのアイコン等
（オブジェクト）に対応する位置である場合、電子機器１が、そのアプリケーションを起
動する等の通常の処理を含めて説明してある。なお、図８に示す処理を開始するにあたり
、電子機器１は、すでに何らかのアプリケーションをフォアグラウンドで起動しているも
のとする。ここで起動するアプリケーションは、例えばスケジュール管理のアプリケーシ
ョンや、電子メール機能のアプリケーションなど、任意のものとすることができる。
【００９０】
　また、図８のフローチャートに示す処理を開始するにあたり、タッチセンサ１１のタッ
チ面に対する第１の基準を満たす押圧に基づくデータによる操作者の押圧操作を検出する
前に、電子機器１の表示部１４にアプリケーションを起動するアイコン等および操作を行
うためのキー等のオブジェクトを表示しておく。本実施の形態におけるオブジェクトは、
押圧操作を受け付ける位置（領域）を操作者に示唆する画像とすることができる。例えば
、オブジェクトの画像として、数字や文字がキートップに描画されている状態を表す画像
を表示部１４に表示する。また、本実施の形態におけるオブジェクトは、フォアグラウン
ドで実行中のアプリケーションに対する操作を行うための接触を検出する位置（領域）を
操作者に示唆する画像とすることができる。例えば、オブジェクトの画像として、起動す
るアプリケーションを示すアイコンの画像を表示部１４に表示する。この際、どのような
オブジェクトがどのように表示部１４に表示されるのかは、その時にフォアグラウンドで
実行されているアプリケーションに依存する。
【００９１】
　本実施の形態に係る電子機器１の処理が開始すると、制御部１５は、タッチセンサ１１
への接触の有無を監視するとともに、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータを監
視する（ステップＳ５１）。ステップＳ５１において、タッチセンサ１１が、操作者の指
やスタイラスペン等の押圧対象（押圧物）による接触（タッチ操作）を検出した場合、ス
テップＳ５２に移行する。
【００９２】
　ステップＳ５２において、制御部１５は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデー
タが、操作者によるタッチセンサ１１の押圧によって増加して第１の基準を満たしたか否
かを判定する。ここで、第１の基準を満たす押圧に基づくデータは、操作者が通常の押圧
操作を行う際の押圧に基づいて予め設定し、その後も設定変更できるようにするのが好適
である。また、操作者が意図せずにタッチセンサに軽く触れてしまったような場合は、押
圧に基づくデータが第１の基準を満たしたと判定されないようにするため、この第１の基
準は過度に低い値を設定しないようにする。さらに、リアルな触感のための圧覚を操作者
に与えるためにも、操作者の意図に基づく押圧の普段の荷重（例えば平均値など）を考慮
する等して、前記第１の基準は過度に低い値を設定しないようにする。
【００９３】
　ステップＳ５１においてタッチセンサ１１が接触を検出していても、ステップＳ５２に
おいて制御部１５が第１の基準を満たす押圧に基づくデータを検出していない場合、処理
はステップＳ５１に戻る。ステップＳ５２において制御部１５が第１の基準を満たす押圧
に基づくデータを検出した場合、制御部１５は、タッチセンサ１１が検出している接触の
位置が、表示部１４上に表示されているオブジェクトの位置に対応するか否かを判定する
（ステップＳ５３）。
【００９４】
　ステップＳ５３において、タッチセンサ１１が検出した接触の位置がオブジェクトの位
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置に対応していない場合、操作者はアプリケーションによる所定の制御が行われる位置を
接触していない。この場合、制御部１５は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデー
タが、操作者によるタッチセンサ１１の押圧によってさらに増加して第２の基準を満たし
たか否かを判定する（ステップＳ５４）。ここで、第２の基準を満たす押圧に基づくデー
タは、操作者が通常の押圧操作を行う際の押圧に基づいて、それよりも若干高い基準を予
め設定し、その後も設定変更できるようにするのが好適である。ステップＳ５４において
タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第２の基準を満たしていないと判定され
る場合、制御部１５は、ステップＳ５２に戻って処理を続行する。
【００９５】
　一方、ステップＳ５３において、タッチセンサ１１が検出した接触の位置がオブジェク
トの位置に対応している場合、制御部１５は、操作者の意図に基づいて第１の基準を満た
す押圧に基づくデータによる操作を検出したことを操作者に報知する。このため、制御部
１５は、触感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して、予め設定した所定の振動パターン
でタッチセンサ１１を振動させて第１の触感を呈示する（ステップＳ５５）。なお、ステ
ップＳ５５において呈示する第１の触感は、例えば、第１実施の形態で説明したボタンを
押下した触感とすることができる。
【００９６】
　ステップＳ５５において触感が呈示されたら、制御部１５は、タッチセンサ１１に対す
る押圧に基づくデータが、操作者によるタッチセンサ１１の押圧によってさらに増加して
第２の基準を満たしたか否かを判定する（ステップＳ５６）。ステップＳ５６においてタ
ッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第２の基準を満たしたと判定される場合、
制御部１５は、第２の基準を満たす押圧に基づくデータによる操作を検出したことを操作
者に報知するため、触感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して触感を呈示する（ステッ
プＳ５７）。なお、ステップＳ５７において呈示する触感は、ステップＳ５５と同様の例
えばボタンを押下した触感としてもよいが、第１の基準を満たす押圧に基づくデータによ
る操作とは異なる操作を受け付けたことを操作者に報知すべく、ボタンを押下した触感や
ボタンから指などを離す際の触感とは別の触感とするのが好適である。
【００９７】
　ステップＳ５７において触感が呈示されたら、制御部１５は、ステップＳ５８のアプリ
ケーション制御処理を行う。ステップＳ５８にて行うアプリケーション制御処理は、図３
にて説明したステップＳ１７のアプリケーション制御処理と同じであり、より詳細には、
図４または図６で説明したのと同じ処理を行う。すなわち、バックグラウンドで実行中の
何れかのアプリケーションをフォアグラウンドの実行に切り替える態様においては、図４
に示したアプリケーション制御処理を行う。また、バックグラウンドで実行中の何れかの
アプリケーションに対して、バックグラウンドのまま所定の処理を実行させる態様におい
ては、図６に示したアプリケーション制御処理を行う。
【００９８】
　ステップＳ５８においてアプリケーション制御処理を行った後、制御部１５は、タッチ
センサ１１に対する押圧に基づくデータが第１の基準を下回ったか否かを判定する（ステ
ップＳ５９）。すなわち、ステップＳ５９では、操作者がタッチセンサ１１に対する押圧
の力を弱めたか否かを判定する。
【００９９】
　ステップＳ５９においてタッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第１の基準を
下回った場合、制御部１５は、触感呈示部１３を所定の駆動信号で駆動して、予め設定し
た所定の振動パターンでタッチセンサ１１を振動させて第２の触感を呈示する（ステップ
Ｓ６０）。ここで呈示する触感は、アプリケーション制御処理が適切に実行されたことを
操作者に知らせるためのものである。この第２の触感は、第１実施の形態と同様に、ステ
ップＳ５５において呈示される第１の触感と同じものとすることもできる。あるいは、第
１の触感はボタンを押下する触感とした場合には、第２の触感は、第１の触感とは異なら
せて、ボタンから指などを離す際の触感としてもよい。
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【０１００】
　一方、ステップＳ５６においてタッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第２の
基準を満たしていないと判定される場合、制御部１５は、タッチセンサ１１に対する押圧
に基づくデータが第１の基準を下回ったか否かを判定する（ステップＳ６１）。すなわち
、ステップＳ６１では、操作者がタッチセンサ１１に対する押圧の力を弱めたか否かを判
定する。
【０１０１】
　ステップＳ６１においてタッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第１の基準を
下回っていない場合、制御部１５は、ステップＳ５６に戻って処理を続行する。また、ス
テップＳ６１においてタッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第１の基準を下回
った場合、制御部１５は、押圧操作を検出していた位置のオブジェクトに対応する処理を
行う（ステップＳ６２）。ステップＳ６２にて行うオブジェクトに対応する処理は、図３
にて説明したステップＳ１５の処理と同じである。すなわち、この際の処理は、その時に
フォアグラウンドで実行されているアプリケーションによって規定されている。ステップ
Ｓ６２においてオブジェクトに対応する処理が行われたら、制御部１５は、ステップＳ６
０に移行して、以降、操作者の押圧操作が解除された場合の処理を行う。
【０１０２】
　なお、ステップＳ５４においてタッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが第２の
基準を満たしていると判定された場合、制御部１５は、ステップＳ５７にて触感を呈示し
た後、ステップＳ５８のアプリケーション制御処理を実行する。すなわち、本実施の形態
においても、電子機器１は、タッチセンサ１１の任意の位置にて第２の基準を満たす押圧
に基づくデータによる押圧操作を受け付けることにより、アプリケーション制御処理を実
行することができる。したがって、操作者は、バックグラウンドで実行中のアプリケーシ
ョンに対する制御を行いたくなった場合、タッチセンサ１１の任意の位置を、第２の基準
を満たす押圧に基づくデータが検出されるように操作するだけでよい。
【０１０３】
　このように、本実施の形態によれば、バックグラウンドで実行中のアプリケーションに
対する制御としては、上述した第１ないし第２実施の形態と同様の効果を得ることができ
、さらに、タッチセンサ１１に何かが軽く接触してしまうような操作は、実質的な操作と
はみなさない。したがって、本実施の形態に係る電子機器１は、操作者による操作ミスを
低減させることができる。
【０１０４】
（第４実施の形態）
　上述した第１ないし第３実施の形態にて使用した電子機器１は、全てマルチタクスで処
理を行うことを想定して説明した。しかしながら、本発明は、マルチタスクの電子機器の
みならず、シングルタスクの電子機器に適用することもできる。第４実施の形態に係る電
子機器は、第１実施の形態にて説明した電子機器１と同じ構成の、シングルタスクの電子
機器により実施することができるため、第１実施の形態と同じ内容になる説明は、適宜省
略する。
【０１０５】
　本実施の形態は、図３または図８で説明したフローチャートに従って処理を行い、図３
のステップＳ１７または図８のステップＳ５８において、図９に示すアプリケーション制
御処理を実行するものである。上述したように、シングルタスクの電子機器は、複数のア
プリケーションを同時に実行することができない。したがって、シングルタスクの電子機
器の場合、特定のアプリケーションを実行中に、当該アプリケーションと連携する（切り
替えて実行する）可能性の高いアプリケーションを予め規定しておき、ステップＳ１７ま
たはステップＳ５８の処理の際には、その規定されたアプリケーションを実行させる。ま
た、制御部１５が所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出する際に、当該押圧に基
づくデータを段階別に検出して、これらの所定の段階の基準のそれぞれに、対応するアプ
リケーションも予め規定しておいてもよい。
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【０１０６】
　図９は、シングルタスクの電子機器が図３または図８で説明したフローチャートに従っ
て処理を行う際の、図３のステップＳ１７または図８のステップＳ５８において行うアプ
リケーション制御処理を説明するフローチャートである。本実施の形態によるアプリケー
ション制御処理が開始すると、制御部１５は、まず、実行中のアプリケーションの他に、
このアプリケーションと切り替えて実行するように規定されたアプリケーションがあるか
否かを判定する（ステップＳ７１）。
【０１０７】
　ステップＳ７１において切り替えるべきアプリケーションが存在しない場合、制御部１
５は、「切り替えるアプリケーションが存在しない」旨の表示を表示部１４に表示する等
して、操作者にその旨を知らせる（ステップＳ７２）。また、この際に、制御部１５は、
触感呈示部１３を駆動して、上述したボタンを押下した触感とは異なる触感を呈示するな
どして、切り替えるアプリケーションが存在しない旨を操作者に知らせるようにしてもよ
い。このように、ステップＳ７２において、切り替えるアプリケーションが存在しない旨
を操作者に通知した後、制御部１５は、本実施の形態によるアプリケーション制御処理を
終了する。
【０１０８】
　一方、ステップＳ７１において切り替えるべきアプリケーションが存在する場合、制御
部１５は、現在実行中のアプリケーションを一旦終了させる（ステップＳ７３）。次に、
制御部１５は、切り替えて実行すべく規定されたアプリケーションを起動してから（ステ
ップＳ７４）、本実施の形態によるアプリケーション制御処理を終了する。
【０１０９】
　このように、本実施の形態によれば、シングルタスクの電子機器を用いてアプリケーシ
ョンを実行している際に、簡単かつ素早く他のアプリケーションへの切り替えを行うこと
ができる。
【０１１０】
　なお、本発明は、上記実施の形態にのみ限定されるものではなく、幾多の変形または変
更が可能である。例えば、上述した第１ないし第３実施の形態においては、マルチタスク
の電子機器において、バックグラウンドで実行中のアプリケーションを制御することにつ
いて説明した。しかしながら、本発明は、アプリケーションの実行がフォアグラウンドか
バックグラウンドかという区別によるものではなく、アプリケーションの実行がアクティ
ブか非アクティブかという区別によって、アプリケーションの切り替えを行うようにする
こともできる。
【０１１１】
　すなわち、例えば、上述した第１実施の形態において、制御部１５は、所定の基準を満
たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーションの何れかをア
クティブにするように制御するようにもできる。また、この場合、制御部１５は、所定の
基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、アクティブでないアプリケーション
の何れかを、所定の順序に従って順次アクティブにするように制御するようにもできる。
さらに、上述の場合、制御部１５は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検
出すると、アクティブでないアプリケーションのうち前記所定の段階の基準に対応するも
のをアクティブにするように制御するようにもできる。
【０１１２】
　さらに、本発明は、アプリケーションの実行がフォアグラウンドかバックグラウンドか
という区別によるものではなく、アプリケーションの実行がアクティブか非アクティブか
という区別によって、アクティブでないアプリケーションの制御を行うようにすることも
できる。すなわち、例えば、上述した第２実施の形態において、制御部１５は、所定の基
準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーションの何れ
かが所定の処理を実行するように制御するようにもできる。また、この場合、制御部１５
は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプ
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制御するようにもできる。
【０１１３】
　また、上述した各実施の形態における押圧検出部は、任意の個数の歪みゲージセンサを
用いて構成することができる。さらに、このような押圧検出部は、タッチパネルにおける
接触検出方式に応じて各種の構成を想定することができる。例えば、抵抗膜方式の場合に
は、接触面積の大きさに応じた抵抗の大きさを、タッチパネルのタッチ面に対する押圧の
荷重（力）に対応付けることにより、歪みゲージセンサや圧電素子等を用いることなく構
成することができる。あるいは、静電容量方式の場合には、静電容量の大きさを、タッチ
パネルのタッチ面に対する押圧の荷重（力）に対応付けることにより、歪みゲージセンサ
や圧電素子等を用いることなく構成することができる。
【０１１４】
　また、触感呈示部は、任意の個数の圧電振動子を用いて構成したり、タッチセンサの全
面に透明圧電素子を設けて構成したり、触感を呈示する振動を表現できるのであれば、偏
心モータを駆動信号の１周期で１回転させるようして構成したり、することもできる。さ
らに、押圧検出部および触感呈示部は、圧電素子を用いて構成する場合は、圧電素子を共
用して押圧検出部兼触感呈示部を構成することもできる。
【０１１５】
　また、本発明に係る電子機器は、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが、触
感を呈示する基準を満たした際に、触感呈示部を駆動させる。しかしながら、上記タッチ
センサ１１に対する押圧に基づくデータが触感を呈示する基準を満たした際とは、タッチ
センサ１１に対する押圧に基づくデータが触感を呈示する基準値に達した際であってもよ
いし、タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが触感を呈示する基準値を超えた際
でもよい。また、上記タッチセンサ１１に対する押圧に基づくデータが触感を呈示する基
準を満たした際とは、押圧検出部により触感を呈示する基準値が検出された際でもよい。
【０１１６】
　なお、本発明においては、触感を呈示する代わりに、または触感の呈示とともに、音に
よって操作者に報知するようにもできる。
【符号の説明】
【０１１７】
１１　タッチセンサ
１１ａ　タッチ面
１２　押圧検出部
１３　触感呈示部
１４　表示部
１５　制御部
２１　筐体
２２　インシュレータ
２３　アッパカバー
２４　インシュレータ
３１　歪みゲージセンサ
３２　圧電振動子
５０　イヤホン
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月28日(2014.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、バックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って、フォ
アグラウンドで実行中のものと順次切り替えるように制御する電子機器。
【請求項２】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
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るものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御する電子機器。
【請求項３】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中
のアプリケーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部
と、
　を備える電子機器。
【請求項４】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、バッ
クグラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対
応するものが所定の処理を実行するように制御する、請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケ
ーションソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項６】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、アクティブ
でないアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って順次アクティブに
するように制御する電子機器。
【請求項７】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アク
ティブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するもの
をアクティブにするように制御する、請求項５に記載の電子機器。
【請求項８】
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケ
ーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項９】
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アク
ティブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するもの
が所定の処理を実行するように制御する、請求項８に記載の電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記目的を達成する第１の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
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プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、バックグラ
ウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って、フォ
アグラウンドで実行中のものと順次切り替えるように制御するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　第２の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中のア
プリケーションソフトウェアの何れかを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替える
ように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、バックグ
ラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応す
るものを、フォアグラウンドで実行中のものと切り替えるように制御するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　第３の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、バックグラウンドで実行中
のアプリケーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部
と、
　を備えるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　第４の観点に係る発明は、第３の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、バッ
クグラウンドで実行中のアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対
応するものが所定の処理を実行するように制御するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、上記目的を達成する第５の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケ
ーションソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　第６の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケーシ
ョンソフトウェアの何れかをアクティブにするように制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、所定の基準を満たす押圧に基づくデータを検出するたびに、アクティブ
でないアプリケーションソフトウェアの何れかを、所定の順序に従って順次アクティブに
するように制御するものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　第７の観点に係る発明は、第５の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アク
ティブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するもの
をアクティブにするように制御するものである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　第８の観点に係る電子機器の発明は、
　タッチセンサと、
　前記タッチセンサに対する荷重に基づく押圧を検出する押圧検出部と、
　所定の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アクティブでないアプリケ
ーションソフトウェアの何れかが所定の処理を実行するように制御する制御部と、
　を備えるものである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２８】
　第９の観点に係る発明は、第８の観点に係る電子機器において
　前記制御部は、所定の段階の基準を満たす前記押圧に基づくデータを検出すると、アク
ティブでないアプリケーションソフトウェアのうち前記所定の段階の基準に対応するもの
が所定の処理を実行するように制御するものである。
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